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 抄紙機の休止に関するお知らせ  
 
 当社グループは、需要に見合った生産量の維持により減産を継続してまいりましたが、昨今

の急激な需要減を受け、一部の抄紙機を休止し、生産性の高い抄紙機に生産を集約し、抄紙機

の稼働率を上げる体制をとることにいたしましたのでお知らせいたします。 
 また併せて、工場でのボイラーやパルプ設備の定期点検時には従来、抄紙機の運転を行なっ

ておりましたが、当該期間につきましてはすべての抄紙機を休転し、生産能力を削減いたしま

す。 
 上記の結果、下記の通り当社グループ全体の紙・板紙の生産能力について、年間約８８万ト

ン相当の削減を実施いたします。 
 
記 

 
休止する予定の抄紙機・塗工機（１５台：洋紙１４台、板紙１台） 
                         能力（千ｔ/年）   品  種  
 【洋  紙】 
   日本製紙    勇払工場 １号抄紙機･１号塗工機   59     塗工紙 

    〃      岩国工場 ５号抄紙機･３号塗工機   83     塗工紙 

   日本大昭和板紙 大竹工場 ７号抄紙機･１号塗工機   80     塗工紙 

   日本製紙    石巻工場 ２号抄紙機        24     上級紙 

    〃       〃   ６号抄紙機        44     中下級紙 

    〃      富士工場 Ｆ７号抄紙機       27     上中級紙 

    〃      勿来工場 １号抄紙機        44     情報用紙 

    〃      岩国工場 ３号抄紙機        26     情報用紙 

    〃      富士工場 Ｓ２号抄紙機       15     産業用紙 

    〃       〃   Ｓ３号抄紙機       10     産業用紙 

    〃       〃   Ｓ４号抄紙機       30     産業用紙 

                   休止抄紙機 計   442    

   ボイラー･パルプ設備定期点検時の抄紙機休転増    300     全工場 

                      洋紙合計   742    

 【板  紙】 

   日本大昭和板紙 草加工場 １号抄紙機        133     段ボール原紙 

 

                    紙・板紙合計   875    

 
 【休止時期】  平成 21年上期中を目処 
 
 設備休止にあたりましては、顧客の皆様をはじめ、関係各所にご迷惑をおかけすることのな

いよう、万全を期してまいります。これによる固定資産の減損損失については影響額の算定が

出来次第、改めて開示をいたします。 
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